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１．はじめに

　日本には約385万社の中小企業が存立し，そ

のうち約9割近くが小規模事業者である1)。こ

うした圧倒的多数の小規模事業者の盛衰は雇

用・納税をはじめ，地域経済において重要な役

割を果たしている。すなわち小規模事業者の発

展は地域経済の発展に寄与し，日本経済再生を

果たすうえでも重要な役割を果たしているので

ある。しかしながら小規模事業者の現状をみて

みると生産性の低迷，人材不足，事業の持続的

発展への懸念など小規模事業者をめぐる諸条件

は厳しい。

　こうした小規模事業者を取巻く諸問題を背景

に，2014年6月に「小規模企業振興基本法（以

下，小規模基本法)」及び「商工会及び商工会

議所による小規模事業者の支援に関する法律の

一部を改正する法律（以下，小規模支援法)」

が成立し,「地域創生｣ 2)を柱に地域小規模事業

者の振興及び地域活性化が中小企業政策のひと

つに据えられた。また「中小企業新事業活動促

進法」が改定され2016年7月には「中小企業等

経営強化法」が施行されるに至り，小規模事業

者を含む中小企業を対象に生産力の向上すなわ

ち経営力向上を図ることを目的とした支援体制

が強化されている。

　そもそも現在に至る中小企業政策の根本的在

り方を支えているのが1999年改定の「中小企業

基本法」である。中小企業政策は中小企業の抱
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1） 中小企業基本法によると，小規模企業者は業種別に常時雇用する従業者で定義されている。製造業・建設業・
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域創生」を「急速な少子高齢化の進展に的確に対応し，人口の減少を抑制するとともに，東京圏に一極集中し
ている人口及び活力を地方に分散することにより，地方が自立する構造を確立し，将来にわたって，県内の各
地域で活力ある地域社会を構築していくための取組」として独自の展開を試みている。詳しくは佐竹隆幸（2017
予定）を参照のこと。
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える各種問題を解決し，中小企業の発展を図る

ことを目的とし，各時期の問題に応じてその目

的も異なり，政策の基本構造が変化してきたの

である。このように中小企業基本法の改定以後，

前述のように法整備が進められてきたが，いづ

れにおいても近年の中小企業政策のキーワード

となるのが「経営革新｣ 3)すなわちイノベー

ションであることは明白である。

　中小企業基本法改定以前の中小企業政策では，

業種ぐるみ・地域ぐるみ・業界ぐるみといわれ

るように，中小企業政策の対象をその業種・地

域・業界に属す企業全般に捉え，格差是正を目

的に中小企業の近代化を求めてきた。しかし

1990年代以降の日本経済の長期停滞のなか中小

企業基本法改定を受け，中小企業対策の対象を

個別の中小企業と捉え，個別企業によるイノ

ベーションの発現が中小企業政策の柱に据えら

れたのである。

　中小企業のイノベーション発現に関しては経

営革新の認定制度による信用力創造の推進，い

わゆる第二創業を果たすことで中小企業経営の

革新に取組むことを促している。従来の本業か

らイノベーションを通じて新たに事業転換する

ことで，企業のライフサイクルを伸ばす。すな

わち長く当該地域に存立し続けることでその地

域の雇用・納税を図り，地域内再投資力を高め

ていくことで地域経済を振興・活性化していく

というプロセスである。こうした取組を進める

にあたってのイノベーション研究は多くの研究

者の間で進められ，筆者もこれまで中小企業の

経営革新すなわちイノベーション研究をすすめ

てきたが，そもそものイノベーション発現とい

う役割を期待されるイノベーターとなりうる企

業家に関する研究，とりわけ小規模事業者を対

象とした企業家に関する研究が多いとはいい難

いのではないだろうか。

　そこで本論ではイノベーション発現を期待さ

れる企業家に焦点をあて，企業家の特徴や企業

家に関する研究の位置付けを把握したうえで，

中小企業政策が重視する小規模事業者に求めら

れる企業家について考察することを目的とする。

２．企業家に関する研究の系譜

　まず企業家とは一体何をさすのかを明らかに

していく。企業家について捉えるうえで，1948

年にCole,A.H.を中心に創設された企業者史研究

センター（Research Center in Entrepreneurial 

History）による企業者史（entrepreneur ia l 

history）を整理・検討していく。

　企業者史とは「経済発展の担い手である革新

的な企業者群が供給されるための経済的・文化

的・社会的背景を，実証的なデータに基礎をお

いて追求すること」を課題として，企業者と企

業者的環境との相互作用関係を分析する学問と

して捉えている4)。

　このような企業者史は，Schumpeter,J.A.によ

る『経済発展の理論』に由来する。1920年代に

ハーバード大学ビジネススクールにおいて成立

した「経営史（business history)」学に対する

種々の不満を克服すべく登場した。企業者史研

究センターの創出メンバーであるCole,A.H.や

Schumpeter,J.A.によれば，企業者ないし企業者

3） イノベーション＝経営革新であり，「第二創業」や「経営の革新」など，イノベーションに含まれる用語は多
岐にわたる。

4） 瀬岡誠（1980）p.1．
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活動を「人間的・主体的なものと社会的・構造

的なものとの接点｣ 5)に位置するものと捉えて

いる。また「社会構造論的研究に集中していた

当時の経済史学と，企業者を社会的・歴史的・

経済的環境から切り離してしまった経営史学と

に対する不満」を抱えていたとしている。すな

わち従来の経済史と経営史の境界領域に企業者

ないし企業者活動に関する研究が位置している

と捉え，企業者活動のダイナミックな歴史的発

展の様相をとらえるためには，経済の主体たる

企業者の活動，すなわち，人間的・主体的なも

のと，彼（企業者）をとりまく社会的・経済的

背景，すなわち，社会的・構造的なものとの緊

密な相互関連性に着目することが重要となる，

と指摘したのである。このように企業者史学の

起源を辿ると，経済史学と経営史学との双方に

欠如した視点の補完から始まったといえる。

　経営史学とは経済学を方法的基礎として，い

わばマクロの観点から一般経済現象を歴史的に

分析することをその任務とする6)とされる。つ

まり新古典派経済学における利潤極大化を常に志

向する「経済人（homo economics)｣という仮定に

おいて，｢ひとつの質的次元を含むがゆえに量

的に定式化しにくく，また，企業者の成長とい

う非経済的要因の意義の検討が必要となるた

め｣，無視されてきたという背景がある。この

ようにして従来経済学においては,土地・労

働・資本等の生産要素のみが分析の対象となり，

それらの生産要素を結合していく企業家の主体

的機能については,「経済人」の仮定によって捉

えられるに過ぎなかった7)のである。

　1927年にアメリカのハーバード大学ビジネス

スクールにおいて，現実の企業家を「生き生き

とした人間主体ととらえる」とされた。1920年

代においては，イギリスにおいてもマンチェス

ター大学を中心として,「歴史的・社会的諸条

件よりも，それら諸条件の下でダイナミックに

行動する企業者という主体的要素の役割に着目

する個別企業の史的研究」が広く行われていた。

ハーバード大学ビジネススクールにおける経営

史学の特徴としては以下の点があげられる。第

1に，ミクロの観点に立脚して，個別企業の経

営の内部的諸問題の発展に研究の焦点を定めた

こと。第2に，経済史における人間の行動は，

外界的環境によって一方的・受動的に決定され

ると考えられているのに対して，経営史におけ

る人間すなわち経営者は，彼をとりまく社会

的・経済的環境に制約されながらも，そこに彼

自身の主体的・能動的な行動選択の自由が与え

られていると主張されたこと。第3に，経営史

の第一義的な課題は，意思決定についての主体

的自由をもつ経営者の，その選択的意思決定の

有効性についての歴史的研究にあること8)，の

3要素である。

　N.S.B.Grasらによって進められたこのような

経営史学における特徴は,「社会の複雑な経済

構造のコンテクストの中に経営者を配置し，そ

の歴史的役割を研究しよう」とし，企業経営に

関する内部的諸問題についての詳細なケース・

スタディを輩出した。またそうした研究ゆえの

欠点，すなわち「その方法的基礎を経営学に求

めることによってはじめて科学としての独自性

5） 社会経済史学会編（1963）p.153．
6） 栗田真造（1971）pp.176-187．
7） 瀬岡誠（1980）pp.1-2．
8） 瀬岡誠（1980）p.6．
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を獲得することができたのであるが，その母体

たる経営学の内包する問題」である，｢超歴史

的な一定不変のビジネスマンという前提が，経

営史学にとってひとつの制約とならざるをえな

かった。さらにビジネススクールにおけるケー

ス・スタディというかたちの個別企業史研究の

方法も要因となり，企業経営についてのより広

い社会的視野と長期的・歴史的観点を養成する

という当初の課題に応えられなく」なるという

結果になった9)。

　企業者史学は，1948年ハーバード大学に設置

された「企業者史研究センター（Research Center 

in Entrepreneurial History)」が「企業者に関心を

有する歴史学者，経済学者，社会学者などによ

る『学際的な』共同研究機関として発足したこ

とに始まる。同センターの評価としては，その

取り扱っている主題の多様性とアプローチの範

囲の広さゆえに，経営史学や経済史学のみなら

ず，経済学や経営学にも大きな影響を与えると

同時に，周辺科学からも多くの成果を積極的に

取り入れることによって，企業者史学という新

しい学問分野の形成に貢献したとされる。

３．Schumpeter,J.A. による企業家と

　　イノベーションに関する研究

　以下では企業者史研究センターの中心的人物

として取上げられるSchumpeter,J.A.について考

察していく。Schumpeter,J.A.は,「経済発展の

過程の中心に人間的動因を配置した最初の主要

な研究者｣ 10)といわれ，そうした意味で「企業

者史学の創始者」として扱われている11)。

　S c h u m p e t e r , J . A .はその著“T h e o r i e  d e r 

Wirtschaftlichen Entwicklung,2.Aufi .(1926)”(同邦

訳，塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳『経

済発展の理論』(1977)）において，企業家の役

割を明確に打ち出した。すなわち，企業家は

「新結合の遂行（D u r c h s e t z u n g  n e u e r 

Kombinationen)」を行うことによって,「革新

(innovation)｣ 12)を起こす。Schumpeter,J.A.によ

れば企業家とは,「新結合の遂行をみずからの

機能とし，その遂行に当って能動的要素となる

ような経済主体」であるとされる。

　Schumpeter,J.A.は企業家によって遂行される

新結合として以下の5つをあげている13)。

　第1に，新商品：消費者の間には未だ十分に

知られていない財貨あるいは新品質の財貨の製

造。第2に，新生産方法：当該産業部門におい

て実際上未知な生産方法の導入。この生産方法

はあえて科学的に新規の発見にもとづくことを

必要とせず，また商品の商業的取扱いにおける

新方法をも含む。第3に，新市場：新販路の開

拓。すなわち，当該国の当該産業部門にこれま

で開かれていなかった市場の開拓。ただし，こ

の市場が既存のものであるか否かは問わない。

9） 中川敬一郎（1960）及び社会経済史学会編（1963），瀬岡誠（1980）p.6．
10） Kilby, P.（1971）pp.2-3．
11） 瀬岡誠（1980）p.9．
12） Schumpeter,J.A. は「革新（innovation）」を以下のように捉えている。すなわち，「革新（innovation）」とは，
「限界における無限小の変動あるいは変化によって影響されえないような生産要素の結合の変化」として理解
され，「それらは，主に，生産と輸送の方法における変化，あるいは産業組織における変化，あるいは新商品
の生産，あるいは新しい市場の開拓，あるいは新資源の開発のことである」とされる。Schumpeter,J.A.（1950）
p.295．

13） Schumpeter,J.A.（1926）pp.100-101（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳（1977）pp.182-183）．
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第4に新資源：原料あるいは半製品の新しい獲

得資源の占拠。この場合においても，同獲得資

源が既存するか否か（その理由は単なる閉却か

またはその獲得が不可能と認められたことによ

ると考えられる)，あるいはそれが初めて作り

出されねばならないか否かはあえて問うもので

はない。第5に，新組織：新組織の達成。これ

は，独占的地位（たとえばトラスト化による独

占的地位の形成あるいは独占の打破）の形成あ

るいは独占の破壊等を意味する。

　このような「新結合」は，経済における慣行

的な循環を抜本的に変化させ，経済構造を内部

から変革し，均衡を打破してゆくものである。

こうした企業家の役割が資本主義経済の発展に

とって中心的な役割を担う主体であると企業家

を位置づける所以でもある。

　Schumpeter,J.A.がいうところの「企業家」と

は，慣行的に循環を繰返す経済，すなわち，新

古典派経済学において想定される均衡状態を破

壊する主体である。そこではあらゆる財が余る

ことなく生産手段として消費されている｡「新

結合」による「革新」が遂行されるには，5つ

の「新結合」にあるように，ある生産財を何か

従来とは異なった新たな別の用途に転用する必

要がある。たとえば，Schumpeter,J.A.がいうよ

うに,「労働給付及び土地用役を慣行の用途か

ら奪い取ることによって行われる｣ 14)というこ

とである15)。

　Schumpeter,J.A.によれば,「革新」とは,「生

産関数の形の変化」であると考えられるが，そ

の具体的な内容に関しては多岐にわたっており，

5つの新結合に合致したものが含まれることに

なると考えられる。革新の本質とはこのように

｢経済に刺激を与え，均衡を打破してゆこうと

するところにある」と考えられる。このような

｢積極的，闘争的要素」を含むプロセスこそが，

｢創造的破壊」の過程であり，企業家はこの

｢創造的破壊」のプロセスにおいて,「新結合＝

革新の遂行」という企業家機能を果たすので

ある16)。

　Schumpeter,J.A.のいう企業家とは如何なる主

体であるのか。Schumpeter,J.A.が想定する企業

家とは，新結合の遂行にあたって「能動的要素

となるような経済主体」であり，さらに「個人

が行う職能を意味するもの」であるとされる17)。

そして「いかなる歴史的時代の，いかなる形態

の社会において」も，企業経営者や個人経営は

もちろん,「事実上の地位が企業者機能とは無

関係な人たち｣，また,「単に新規設立のために

のみ働き，その後はその企業との持続的な関係

をもたない人たち」であっても，彼らが上の5

点に合致した「新結合」を実行する限りにおい

14） Schumpeter,J.A.（1926）（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳（1977）p.251）．
15） Schumpeter,J.A. は，このように「新結合」による「革新」を遂行するにあたっては企業家が生産手段の購買

力を必要とするため，そのための資金が必要となるとし，このような資金を調達するために，「銀行の信用創
造」が不可欠であるとした。そして，「新通貨の増発と革新の遂行という衝撃は，相まって従来の均衡を破壊
するのであるが，この革新が模倣によって一般化するにつれて，経済は再び新しい均衡をとり戻すであろう。
革新による旧い均衡から新しい均衡への発展，この推移過程のなかで企業者利潤，利子，資本，信用そして景
気の回転というおよそ動態に固有と考えられる現象に説明を与えようとするものである」と指摘する（酒井正
三郎（1966）p.210）．経済を動態的に把握することによって，はじめてこうした現象を理解しうると
Schumpeter,J.A. は強調する。

16） 十川広国（1991）p.81．
17） 十川広国（1991）pp.81-82．
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ては「企業家」であると考えるのである。逆説

的にいうならば，Schumpeter,J.A.による企業家

の概念においては，一般的に企業家とされる企

業経営者や個人経営者といった独立した経済主

体であっても，新結合を遂行しえなくなった時

点で,「企業家」とはみなされなくなる。

Schumpeter,J.A.によれば，ある経済主体が企業

家であるか否かは,「新結合」の遂行という機

能を果たす「革新者(innovator)」であるか否か，

という問いに置き換えられる。そして企業家で

あることは個人が置かれている状況を示すもの

であり，企業家とは職業ではなく原則として一

般に永続する状態ではないのである18)。

　さらにSchumpeter,J.A.はこの点に関し,「だ

れでも『新結合を遂行する』場合にのみ基本的

に企業者であって，したがって彼が一度創造さ

れた企業を単に循環的に経営していくようにな

ると，企業者（家）としての性格を喪失｣19)して

しまうという。このような経済主体はもはや企

業家ではなく，慣行の経済循環という静態的な

世界における構成要素の1つとして扱われる市

場参加者であり，その機能は新結合による「創

造的破壊」から，日常業務における「調整機

能」の遂行へと変化してしまうのである。

　慣行的な経済循環を破壊する企業家とは，あ

る意味では「逸脱者」であるとも捉えられよう。

つまり均衡が成立している状態においては，各

市場参加者は,「他のすべての経済主体との間

に，循環に適合した態度についての役割期待の

相補性が成立している」ことになる。このなか

で「新結合」を遂行するために企業家は慣行的

循環の「潮流に逆らって」行動を起こすことに

なる。これは通常，遺伝や教育や環境の圧力に

よってほとんど摩擦なしに伝達される伝統的な

思考習慣や行為規範にとらわれることなく革新

を遂行するには，企業者はある意味で「逸脱

者」であらざるをえない20)。Schumpeter,J.A.が

企業家の活動というものを，通常の経済循環で

はなくそれを打破するものとして想定している

以上，こうした循環からは逸脱するものとなる

のである。

　｢逸脱」によって企業家による活動が遂行さ

れるにあたっては，非常に困難が伴うことも

Schumpeter,J.A.は言及している。それは以下の

3点であるという。第1に，経済主体が慣行的な

循環から逸脱する際には，決断する際に必要と

なる与件ないし行為のための規則たる「決断の

ための知識」が欠けていること。第2に，経済

主体は慣行的状態を維持する性質があるため，

企業家たりうる行動に事実上の困難性がない場

合でも，抵抗が発生すること。第3に，社会環

境による抵抗，すなわち，法律的・政治的な抵

抗やさらには社会集団の他の成員による直接的

ないしは間接的な非難，が革新を遂行するうえ

での困難として指摘される21)。このような困難

性を排除し企業家となりうる個人には,「特殊

な性格」が必要であると考えられる。以下では，

Schumpeter,J.A.が想定する企業家に必要とされ

る能力について詳しくみていく。

18） 大野忠男（1972）p.200．
19） Schumpeter,J.A.（1926)（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳（1977）p.207）．
20） 瀬岡誠（1980）pp.12-13．
21） Schumpeter,J.A.（1912）pp.124-129（中山伊知郎・東畑精一訳（1938）pp.207-215）．
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４．企業家と指導者

　Schumpeter,J.A.は慣行的な経営を繰返す単な

る業主と対比される企業家について「通常の

人々よりも優秀な能力を持つ者」であるとし，

その能力とは「創意心，先見の明，指導力，勇

気，権威等々｣22)であるという。Schumpeter,J.A.は

創造的であることは，改良的であることよりも，

より高次であり本質的でありより重要なものと

して理解している23)。さらにSchumpeter,J.A.は,

企業家の特徴として「指導者」としての能力を

想定している。

　ではなぜ企業家あるいは企業家の活動にとっ

て優れた指導者であることが必要であるのか。

それは革新を進める仮定から考察することがで

きる。ここまでみてきたように「新結合」を遂

行することで実現される革新とは，慣行的な循

環を打破する「創造的破壊」が不可欠となる。

しかしそれはこれまで日常的に行われていた行

動や意思決定とは全く異なる性格を有しており，

従来「正確に知られていた，決断のための与件

や行動のための規則がなくなってしまう」ため，

企業家は未だ確定しない将来的な展望について

の優れた洞察力を駆使して，他の人々にとって

｢行動の基準となる根本原則について（中略）

本質的なものを確実に把握し，非本質的なもの

をまったく除外するような仕方で事態を見通す

能力」が必要とされる。さらに，企業家は，

人々に当然のように受け入れられている，ある

いは当然企業家のなかにも潜んでいる伝統的な

思考習慣等，革新の遂行に抵抗する「心理的な

障害」を克服しうる「精神的自由」の必要性を

強調する24)。このように経済循環へのインパク

トを与える企業家においては指導者的性格が必

要とされるが，ここでSchumpeter,J.A.は「確固

たる事物をつかみ，その真相を見る意思と力」，

｢ひとりで衆に先んじて進み，不確定なことや

抵抗のあることを反対理由と感じない能力｣，

さらに｢『権威』,『圧力』,『人を服従させる力』と

いった言葉で表すことのできる，他人への影

響力」こそが，指導者的役割を担うべき企業

家にとって不可欠であることを強調するので

ある25)。以上を考慮してSchumpeter,J.A.がいう

ところの「企業家の能力」について整理するなら

ば，企業家とは「新しい事柄を行うにあたり常に

生じるそれへの抵抗を排除し，勇気と決断をもっ

てこれを断行する」個人であると考えられる26)。

　Schumpeter,J.A.による企業家とは，社会的・

文化的・歴史的要因との関係によって規定され，

伝統的な社会秩序とは異なる行動を執ることに

よって創造的に反応していく，歴史的・社会的

な経済主体たる個人として，経済過程と一切の

自然的・社会的・文化的環境の媒介因子として

扱われていた27)。

　このことからも明らかなように，企業家の役

割を検討する際には，経済理論のみでは十分で

はなく，Cole,A.H.が強調するように,「社会諸

科学・歴史との双方を包摂する学際的

(interdisciplinary)」研究が要求されるのである。

22） Schumpeter,J.A.（1939）（吉田昇三監修，金融経済研究所訳（1958））．
23） 大野忠男（1971）．
24） Schumpeter,J.A.（1926）（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳（1977）p.226）．
25） Schumpeter,J.A.（1926）（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑精一訳（1977）p.230）．
26） 瀬岡誠（1980）p.16．
27） 瀬岡誠（1980）p.16，大野忠男（1972）p.90-91．



－ 8－

こうした要求に応える形で発展してきたのが，

企業者史学であり，経営史学との大きな相違点

でもある28)。

　すなわち経営史学は経営者すなわちビジネス

マンという人間的要素を強調するという「ミク

ロ的思考」にとらわれ過ぎた為に，経営者や経

営者を取り巻く社会的・文化的・歴史的環境の

間における関連性の把握に失敗してしまった。

その結果，経営史学における経営者は,「個別

企業内部においてはその選択的意思決定におけ

る主体的自由をもつものとみなされてはいたも

のの，全体社会における社会的・文化的諸条件

に一方的に規定される」という意味で，受動的

存在であると想定されていた。一方の企業者史

学は，企業者及び彼らの行動を，それらを取巻

く社会的・文化的・歴史的要因との間における

相互作用という形で捉えようとしたのである。

したがって特にSchumpeter,J.A.を中心とした企

業者史学においては,「社会的・文化的諸条件

の制約を受けながらも，一方的にそれに決定さ

れるのではなく,(中略）それらをまさに『創造

的に破壊』してゆく」企業家が把握されえたの

である29)。

５．小規模事業者に求められる企業家

　これまでのSchumpeter,J.A.による見解を用い

る場合，イノベーションを発現しうる企業家に

ついて「指導者」としての能力を有し,「新し

い事柄を行うにあたり常に生じるそれへの抵抗

を排除し，勇気と決断をもってこれを断行す

る」個人であるということを念頭に置き，小規

模事業者における「企業家」としての要素につ

いて検討していく。

　小規模事業者の多くが生業的経営をおこなっ

ているということは広く認識されているが，参

考までに，2015年に実施した兵庫県の商工会地

域を対象とした小規模事業者の経営実態調査30)

に触れることとする。事業を営む動機や目的に

ついて7項目設問を設け31)，経営者の意識調査

をおこなった。この7項目のうち特徴的であっ

た点としては,「生業として，生計を支えるた

め」を目的としている事業者が約9割弱にのぼ

る点,「組織をマネジメント（運営）すること

が好きだから」すなわちマネジメントに対する

関心については約6割以上の事業者が目的とし

ていない点が分かった。すなわち小規模事業者

の事業の目的が生業あるいは生計にとどまり，

事業的経営すなわちイノベーションを発現しう

る「企業家」としての側面が極めて低い結果と

なった。あわせてこのように事業の目的が生業

あるいは生計にとどまる事業所の約7割以上が

28） 瀬岡誠（1980）p.16．
29） 瀬岡誠（1980）pp.16-17．
30） 本調査は兵庫県商工会連合会および多可町商工会との連携のもと，2015 年 10 月～ 12 月に多可町商工会の会

員企業を対象に質問調査紙を用いて実施した。質問調査紙は 749 社中 332 社より回収した。詳細については，
山下紗矢佳他（2016）「小規模事業者の経営実態に関する受託研究報告書―兵庫県多可郡多可町における小規
模事業者に対する質問紙調査より―」兵庫県商工会連合会・神戸山手大学を参照のこと。

31） 「事業を営む動機や目的」の 7項目は次の通りである。①生業として，生計を支えるため，②利益を出すため，
③自己実現のため，④先代からの事業を絶やさないため，⑤地域社会に貢献するため，⑥モノづくりやサービ
スそのものが好きだから，⑦組織をマネジメント（運営）することが好きだから。これらの項目に対し，「よ
くあてはまる」「少しあてはまる」「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」の 4つの回答を用いた。
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事業承継についても「廃業予定」と回答する傾

向がみられた。さらに「地域社会の問題解決に

おいて事業所として責任や関心がある」につい

ても関心があると回答した割合は約3割にとど

まった。すなわちステークホルダーに影響を与

えうる「指導者」としての側面についても不足

しているといわざるをえない結果となった32)。

　では生業的経営の傾向にある小規模事業者に

求められる企業家としての要素とはどのような

ものであるか。この要素について「ビジョン」

と「ミッション」より捉えていきたい。

　これまで多くの中小企業の経営革新に関する

研究において「ビジョン」からイノベーション

発現の可能性を追求する研究は多くなされてき

た｡「ビジョン」とは「経営理念」と解釈され，

経営革新（第二創業）の認定制度において求め

られる経営指針（ビジネスプラン）作成におい

て重要な項目である。経営指針（ビジネスプラ

ン）とは企業の経営理念・経営方針（戦略)・

経営計画の3つを総称している33)。企業の現状

認識を把握するための基本的なツールとして活

用が求められ，中小零細企業において戦略的な

経営指針（ビジネスプラン）を立てることを促

すために中小企業家同友会を中心に取組を推奨

している｡「ビジョン」つまり経営理念とは，

経営者の思いをきちんと経営者自身で確認しそ

れを成文化したものであり，企業の「組織とし

ての性格」を決定する要因となる。経営理念に

基づいていかに経営を志向していくかを考え，

そのための具体的な計画を立てていく。経営指

針(ビジネスプラン）の運用状況は企業によっ

てさまざまであるが，経営指針を実践化にあた

り，各中小企業では経営理念の朝礼での唱和，

経営指針（ビジネスプラン）の社内会議での必

携や経営指針（ビジネスプラン）にそった説明，

個人目標との結付けや個人面接の実施などがあ

る。このように経営指針（ビジネスプラン）を

作成することは自社の事業戦略・目標・ビジョ

ンを明示することができ，自社の進むべき方向

性を明らかにするとともに，自社の実際の業績

を評価することができる。ここでいう自社の事

業戦略・目標・ビジョンは「ゴール」とも表現

されることがある。この「ゴール」は，経営指

針（ビジネスプラン）に該当する。経営者は実

際の業績を直視しながら自社が期待する業績と

実際の業績とを比較しなければならない。

　続いて「ミッション」について検討する。

｢ミッション」とは「何のための組織なのか」

を表す重要な要素である｡「ミッション」につ

いてはイノベーション研究においてしばしば同

時に議論されるアントレプレナーシップ（起業

家精神）に関する研究を参考にしていきたい。

一般にアントレプレナーシップとは「高い志を

持ち，新規性があり，付加価値を生む組織をつ

くり，成長させること」とされる。玉置

(2016）によれば，アントレプレナーシップに

は「無から有を生み｣「成長され｣「付加価値を

増大させる」意味合いが含まれているとし，

｢アントレプレナーは付加価値を増大させるた

め，常に成長を志向」し,「将来大きくなるこ

とを志向する」と指摘している。この「成長」

がアントレプレナーにとって重要な意味をもつ

32） 本調査はあくまでひとつの地域を対象としているため他の地域においても適用可能な結果かどうかについて
は疑問が残る。しかしながら小規模事業者の実態を把握するにあたり重要な調査結果であったといえよう。

33） 佐竹隆幸（2008）p.253．
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としたうえで，成長を志向しないすなわち企業

規模の拡大を目的としない企業の経営・管理に

おいては，リーダーシップは必要であるが必ず

しもアントレプレナーシップは必要ではないと

指摘している34)。このアントレプレナーシップ

の概念には「成長」がひとつの重要な要素とな

るとしているが，成長を志向していない，つま

り小規模のまま存立し続けることを目的とする

小規模事業者にとって「ミッション」を伝達す

るプロセスを踏む機会が極めて少なかったため

に｢ミッション」を再確認する行為から離れて

しまう傾向にあるのではないかと考えられる。

つまりアントレプレナーシップをもつ企業や組

織体は企業規模拡大にあたり組織を形成してい

くうえで「何のための組織なのか」すなわち

｢ミッション」を決め組織の構成員へ伝達して

いくプロセスを経ている｡「ミッション」を継

続的に伝達していくことでステークホルダーに

影響を与えうる「指導者」としての要素の形成

に役立っていると捉えることができるのではな

いだろうか。

　徳岡（2012) 35)はビジネスモデルのイノベー

ションに焦点を置きながら，ビジネスモデルを

創造していくリーダーには金儲け以上に共通善

を視野に入れ，社員やパートナーを奮い立たせ，

顧客・社会・世界を明るくしていく能力が必要

であると指摘している。すなわちこの「共通

善」とは，自社が「何のための組織なのか」つ

まり「社会の公器」としての「ミッション」が

どこにあるのかを経営者自身が認識する必要が

あるということである。そのうえでイノベー

ションを発現していくにあたり基本となる経営

指針（ビジネスプラン）作成は必然である。こ

れまで特に規模の小さな小規模事業者は「ビ

ジョン」を意識することが多くなかったであろ

う。それは小規模ゆえに「組織としての性格｣

は無形の企業文化によるものが多く,「ビジョ

ン」を明文化し意図的に伝達する必要がなかっ

たためではないだろうか。しかしながら「地域

創生」を柱とした中小企業政策の一環において

小規模事業者向けの支援策が進められているこ

とは事実である。一方で小規模事業者が現実的

に支援策を活用しきれていないのも現状である。

企業規模の違いはあれど，小規模事業者も営利

を目的とする組織体である限り「何のための組

織なのか」を認識したうえで変化に対して柔軟

に適応しながら進化，つまりイノベーションし

ていくことが地域に長く存立し続けるための方

策になるのではないだろうか。

６．結びに代えて

　最後に小規模事業者が「企業家」としての要

素を獲得するにあたりコーチングの活用の可能

性について論じていく。

　あらゆる小規模事業者に以上のような企業家

としての能力を獲得し実践に移していくことは

容易ではない。ゆえに小規模事業者におけるイ

ノベーションを求めるならば，第一段階として

経営者自身が「企業家」としての能力を形成し

ていくにあたっての意識改革が必要となる。そ

のうえで効果が期待される取組としてセルフ

コーチングがある。前述にあるように，指導者

としての要素をもつ企業家には破壊的創造にあ

たり経済的インパクトによる障害を恐れない

34） 玉置浩伸（2016）pp.1-15．
35） 野中郁次郎・徳岡晃一郎（2012）pp.278-321．
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｢精神的自由」と従業員をはじめとしたステー

クホルダーに対する「他人への影響力」が求め

られる。

　そもそもコーチングが注目されるようになっ

た背景に経営環境の激化や，企業の業態変化，

とくに組織のフラット化による労働者の価値観

の変化がある。コーチングとは戦略的コミュニ

ケーションのひとつとして位置づけられ，会話

を広げ，会話を促進するためのスキルであり，

｢指示」ではなく会話の質と量により自発的行

動を促すスキルとして，多くの場合マネー

ジャーであるコーチが部下や後輩の指導にあた

り身につけるべきスキルとして活用されてきた。

長期不況や人材不足が懸念されるなかで，小規

模事業者が存立し続けるためには経営自体の革

新はもちろんのこと，組織改革にあたるうえで

も小規模事業者自身が企業家としての自覚と誇

りを認識しながら経営していかなければならない。

　セルフコーチングとは自身の思いや見識，価

値観や信念を見出していくことである。小規模

事業者は小規模ゆえに経営資源が乏しいという

ことも一要因となり，日々の業務が日常の繰返

しとなり，創業時の志や思いや信念を振返る余

裕が十分にあるとはいい難い。しかしながらこ

うした振返りは暗黙知を蓄え，問題意識や仮説

を生み出し，日々の実践が深まっていく36)ので

ある。野中（2010）は,「実践知｣37)という表現

を用いて，イノベーターには6つの要素がある

と指摘している。それは，①「善い」目的をつ

くる能力，②場をタイムリーにつくる能力，③

ありのままの現実を直観する能力，④直観の本

質を概念に変換する能力，⑤概念を実現する能

力，⑥実践知を組織化する能力，とされる。こ

れはSchumpeter,J.A.により指摘されている企業

家である「通常の人々よりも優秀な能力を持つ

者｣,「創意心，先見の明，指導力，勇気，権威

等々」と解釈することができる。

　先にも示したように2016年7月に施行された

「中小企業等経営強化法」は従前の「中小企業

新事業活動促進法」が改定され，引続き中小企

業の経営革新を推進するとともに経営革新を果

たすことで経営力向上を促す施策となっている38)。

この経営力向上について，中小企業等経営強化

法では「事業者が，事業活動に有用な知識又は

技能を有する人材の育成，財務内容の分析の結

果の活用，商品又は役務の需要の動向に関する

情報の活用，経営能率の向上のための情報シス

テムの構築その他の経営資源を高度に利用する

方法を導入して事業活動を行うことにより，経

営能力を強化し，経営の向上を図ること」とし

ている。すなわち「事業者」が主体となり経営

革新に取組むにあたっての企業行動を起こして

いく必要があるのである。事業者が単なる日々

の日常業務を繰返していくとそれは「企業家」

36） 野中郁次郎・徳岡晃一郎（2012）pp.278-321．
37） 野中は古代ギリシアの哲学者アリストテレスの提唱した「フロネシス」の概念を援用し，「実践知」について
「共通善（Common Good）の価値基準をもって個別のその都度の文脈のただ中で，最善の判断ができる身体性
を伴う実践的な知恵」としている。さらに実践知を有する人物を「実践知リーダー」，その能力を「実践知リー
ダーシップ」としている。

38） 中小企業等経営強化法（第一条）より，法律の目的は次の通りである。「中小企業等の多様で活力ある成長発
展が経済の活性化に果たす役割の重要性に鑑み，創業及び新たに設立された企業の事業活動の支援並びに中小
企業の経営革新及び異分野の中小企業の連携による新事業分野開拓並びに中小企業等の経営力向上の支援を
行うとともに，地域におけるこれらの活動に資する事業環境を整備すること等により，中小企業等の経営強化
を図り，もって国民経済の健全な発展に資すること」。
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ではなくなる。日々の日常業務の繰返しは「企

業家」でなくなるだけでなく，事業体としての

｢ビジョン」と「ミッション」をも失っている

状態といえる。イノベーションを発現するのは

新結合の遂行に特異な技術やノウハウ，発想は

必ずしも必要ではない。第一に必要なことは現

状を認識し問題の解決にあたり行動していく能

力，つまり小規模事業者が「能動的要素となる

ような経済主体」になることである。

　小規模事業者は地域経済の主体である。日本

に存立する中小企業のうち約9割近くが小規模

事業者であり，地域経済を支える主体として地

域経済・雇用を支えている。小規模事業者及び

地域経済を取巻く環境は，人口減少，高齢化，

過疎化，海外との競争激化等，厳しい側面が強

調されており新たな取組をおこなううえで待っ

たなしの状況であることは間違いない。しかし

小規模事業者にとってすべてが不利な状況であ

るのか｡「地域」は「ある特定の自然条件と歴

史的条件のもとで暮らす人間の生活の場」とい

う意味を本源的に有している。人間は自らの足

で歩ける範囲の土地の上で，自然に働きかけを

おこない，そこから「衣食住」の生活手段を得

て，それを加工・消費する生活を繰返してきた。

現代は「人間の生活領域としての地域」と「資

本の経済活動領域としての地域」が大きく乖離

した39)。しかし高齢化が進むなかでむしろ人間

の一日の生活領域は狭くなることが予想される

なかで，地域に密着した小規模事業者にとって

むしろ取組次第で好機になるといってもよい。

一方で本論では触れることができなかったが，

小規模事業者を巡る内部環境は経営者の高齢化

や事業承継問題等，廃業・倒産に直結する問題

も山積しており，小規模事業者に関する研究を

するうえでの今後の課題は多い。いづれにして

も小規模事業者に対する支援策が講じられるな

かで小規模事業者が経営革新あるいは経営力向

上していくにあたり，まず経営者自身の事業に

対する意識改革，地域経済に対する責任感を今

こそ問直す時ではないだろうか。

39） 岡田知弘・高野祐次・渡辺純夫・秋元和夫・西尾栄一・川西洋史（2013）pp.23-24．
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